
第 2 回 TUSA オ フ ィ シャ ルア ド バイ ザーミ ーテ ィ ン グ レ ポート  

 
日時：             2008年 10月 3日 9:30～18:15 
場所：             西伊豆 浮島サンセットリゾート 
参加者 

ア ド バイ ザー：   ダイブストアエグザイル 松田氏 
         サンセットリゾートダイブセンター 真野氏 
         下田ダイビング 久保田氏 
         シーエッグダイバーズ 吉田氏 
         ※マリンサービス川奈 今井氏は病欠 
株式会社タ バタ ：  鈴木（営業本部長）、増谷（レギュレーター開発担当） 
         滝澤（B.C.開発担当）、児島（伊豆地区営業担当） 
         今村（広報担当、写真撮影＆レポート作成） 
協力：       サンセットリゾート、サンセットリゾートダイブセンター 
 
 
REPORT 

 
TUSAオフィシャルアドバイザーミーティングは、各アドバイザーと TUSA器材開発担当
者との意見交換および親睦を兼ねて、伊豆のダイビングポイントで不定期に開催されてい

る会合です。第 1回の安良里に続き、第 2回のオフィシャルアドバイザーミーティングが、
台風一過の快晴の下、西伊豆の浮島サンセットリゾートにて開催されました。当日は朝 9
時半に現地集合し、まずは親睦とテストを兼ねて 1ダイブ。今回のダイビングのホストは、
サンセットリゾートダイブセンターの真野さんです。 
 

  
「 今日潜るポイ ン ト は、 カ マ ガ根です。」   真野さ んのブ リ ーフ ィ ン グを真剣に聞く ス タ ッ フ  



ビーチは台風の影響で少し濁りがあったために、テストダイブで潜るポイントは、浮島を

代表するボートダイビングポイント「カマガ根」に決定。いつもは、ブリーフィングをす

る立場のオフィシャルアドバイザーの面々ですが、久しぶりに聞く立場に回ります。 
 

 
ボート に乗り 込む前に、 はいポーズ         いざ出発          

 

「カマガ根」はボートで 5 分ぐらいの沖にあり、沖に向かって広がる白い砂地と、クレバ
スがあるブーメラン形をした大きな根が特徴のポイントです。当日は偶然、12 月号で浮島
のウミウシ大特集をするというマリンダイビング誌の取材班もボートに乗り合わせました。

透明度は 10～15メートル。2番ブイから潜降し、真野さんを先頭に各自バラバラに・・・、
しかし、絶妙にまとまりつつ？？ダイビングを楽しみます。砂地ではトビエイの赤ちゃん

やイサキや、コロダイ、ハマフエフキの群れ、根の周りでは各種ウミウシやクマノミなど

を見ながら、45分のダイビングはあっと言う間に終了しました。 
 

  
白い砂地と 複雑な地形の「 カ マ ガ根」        テ ラ スで昼食を兼ねた懇親会 

 
ダイビング終了後は、サンセットリゾートのテラスで、昼食を兼ねた各オフィシャルアド

バーザーと TUSAスタッフとの懇親会です。「カマガ根」でのダイビングを振り返りながら、
ダイビング談義や器材談義、オフィシャルアドバイザーのメインフィールドである雲見、

浮島、須崎、田子の話題に花が咲きました。 



さて、午後からは、いよいよ本題のオフィシャルアドバイザーからのテストレポートの報

告と検討会。まずは、来年度発売する新しいレギュレーターについてです。 
 

  

レ ギュ レータ ー開発担当の増谷      吉田さ んが使用し ていたプ ロ ト タ イ プ を分解 

 

初めに、TUSA レギュレーターの設計・開発を担当している増谷から、新しいレギュレー
ターについての解説があり、各アドバイザーの約 3 ヶ月間に渡るプロトタイプモデルの使
用報告を聞きました。マイナートラブルは色々とあったものの、基本性能がとても良いと

いうことで一安心。軽量・コンパクトなファーストステージも高い評価を受けました。 
 

  
吉田さ ん使用フ ァ ース ト ステージ内部に見入る参加者     セカ ン ド のダ イ ア フ ラ ムを チェ ッ ク  




